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このガイドブックのねらい

 この小児救急ガイドブックは、お子さんが病気になったり

ケガをした時の自宅での対応を記載するとともに、急いで医

療機関での受診が必要かどうかの判断をする際に、保護者の

皆様に役立てていただくため、作成いたしました。 

 小児救急医療は少ない小児科医で行っております。子ども

たちが安心して受診できる小児救急医療体制を維持するため

にも、このガイドブックを利用して適切な救急受診をお考え

下さい。また、受診の遅れのないようにしてください。 

このガイドブックは、お子さんの病気やケガの状況に応じ

て、 

○ 様子を見たうえで、かかりつけ医や最寄りの病院等の

診療時間まで待って受診すればいい程度なのか 

○ 医療機関ですぐに受診した方がいいのか 

○ 救急車を呼んだ方がいいのか 

を判断するための目安をわかりやすくまとめたものです。 

このガイドブックを上手にご利用いただくために、先ずは

一読して下さい。また、普段からお子さんの平熱や顔色、体

調、おしっこやウンチの状態などを知っておきましょう。
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